
ニホンザル(以下サルとする)は学習能力が極めて

高い動物です。どんなときに十可をすれば農作物を守

れるのかを知るためには、ます知恵比べの相手で

あるサルのことを知つておくこと。“ます柵ありき"

は間違いです。

生 悪

雑食性で、植物性のものを中心に食べ、果実や虫も好んで

食べます。トウガラン、コンニャク、シソ、ゴボウ、ショウガ、

ワラビなど、辛昧や香り、アクの強い植物を避ける傾向が

見られます。

早朝と夕方が採食のビークで、日の出から日没までの明る

い時間だけ活発に行動し、夜間は活動しません。群れによ

る集団で行動し、決まつた行動範囲の中で周期的に動きま

す。群れはメスと子どもを中心に構成され、十数頭から百

頭を超えることもありますもオスは大人になると群れを離

れて単独で行動したり、他の群れに移つたりします。また、

高い学習能力を持ち、集落内の食べられるものを少しすつ

覚えていきますと木登りが得意で現

交尾期は年 1回で秋から冬、出産期は春から夏です。2～

3年に1頭の割合で出産しますが、エサが豊富にあると年

1頭すつ産みます。寿命は20歳前後です。

特 徴

● 視覚、聴覚、嗅覚、触覚、昧覚は人間とほぼ同じです。

● 記憶力は抜群で、一度昧わつた恐怖体験は忘れません。場所や状況

も覚えています。

● 土地への執着は深いが、群れ同士のパランスがくすれたり、環境に

大きな変化があれば新しい土地に適応する柔軟さもあります。

● 新しいものや状況、場所を警戒しますが、いったん慣れると大胆に

行動します。“人慣れ"が進むと追い払うのは難しくなりま硯

0長距離を走るのは苦手で、安全な場所から離れることを嫌がりま硯

● 群れで行動するので、数頭が柵越えできてエサにあり付けても他の

サルが入れないとそのエサ場はあきらめます。

被 害状況

● 主に果樹、野菜、水稲、大豆、イモ類が食害されます。

● 群れで加害するので、短時間でも被害が大きくなります。
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0 エサになるものを野外に放置しない !

サルはいつでもエサを狙つています。軒先など屋外にはエサとなるような農作物を保管しないで

ください。集藩内に放置された生こみ、収穫されない果実、遅れ穂などは格好のエサとなります。
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サルの天敵は人間です。侵入したところを脅かされ

るなど、怖い目にあうことの多い集藩は次第に避け

るようになります。

追い払いなどの威嚇する行為は、あきらめすに集落

全体で力をあわせて根気よく進めることが必要で

す。,
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0 サルの習性を考えて柵の設置を !

防護柵を設置するのは一つの方法です。しかし、柵が樹木や建物のそばにある場合、飛び込んで柵を乗り越

えます。飛び移れないように防護柵は周囲の樹木や建物などから5m以上あけることが必要です。また、サ

ルが手を伸ばしても盗まれないように、農作物は柵から離して植えつける必要があります。

0電 気ショックも効果あり !

サルは柵をよじ登つて侵入します。電気柵は地面に

足が着かなくてもショックを与えることのできるも

の(+極と一種がネット上にあるもの)が有効です。
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